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経済速報2023年３月15日号（No.1919）では、ロシア港湾の取扱貨物量の2022年の実績を紹

介した。今回はロシア極東港湾の実績を図表にまとめてお届けする。 

 

 

昨年１年間のロシア極東港湾（チュコト自治管区を除く）の取扱貨物量は、２億2,781万ｔと、前年

と比べ1.5％の増加となった。このうち、ドライカーゴは１億5,395万ｔと、前年と比べ3.5％の増加とな

った。一方、液体カーゴは7,385万ｔと、前年と比べ2.3％の減少となった。 

取扱貨物量は2008年には8,041万ｔだったが、貨物をアジアにシフトさせる中、コロナ禍で経済活

動が一時ストップした2020年も含め、一貫して増え続け、この14年間で2.8倍に拡大した。 

昨年は、ロシアの軍事侵攻と西側諸国の制裁で、欧米系の船会社の船が寄港しなくなったり、コン

テナの滞留問題が深刻化したりするなど、予想もしなかった事態に翻弄された１年だった。ロシア西

部方面の物流制限によって、これまで欧州方面に運ばれていた貨物がアジア方面に流れたことで、

新たな市場を求める玄関口として、これまでにないほど極東港湾は大きな注目を集めた。取扱貨物
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